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【報告②】  
アメリカミシガン大学の歴史図書館：所蔵資料と利用の現状 
 
                     桜美林大学  中生 勝美 氏 
 
＜スライド：表紙＞ 
 紹介にあずかりました中生です。私の専門は社会人類学で、先ほど言及されたオーラル・
ヒストリーの手法で研究をしているので、石田さんが提起されるような要請が標準になる
と、私たちはほとんど調査ができなくなってしまいます。 
 研究テーマとして、人類学の歴史を扱っており、様々なアーカイブも使っているので、
小池聖一館長からアメリカの個人文書の利用状況を話すようにと言われて本日の発表を引
き受けました。 
 去年の９月から今年の４月にかけて、ミシガン大学の Center for Japanese Studies（Ｃ
ＪＳ）の Visiting Scholar で滞在しており、その時に小池館長から、ミシガン大学のアーカ
イブについての原稿依頼があったので、自分の研究だけでなく、ミシガン大学のアーカイ
ブのシステムなども調べておりましたので、今回の発表はそれを基礎にしております。 
 そこで、アーカイブ自体を調べたというよりも、私自身がアーカイブの資料を使って調
べた経験についてのお話をしたいと思います。 
 まず、ミシガン大学の大学アーカイブは、ベントリー歴史図書館（Bentley Historical 
Library）ですが、ここのコレクションの概要は、冊子にまとめられています。ミシガン大
学の図書館のホームページは非常に充実していて、所蔵する写真ライブラリーはデジタル
化して著作権上問題ないものは、次々と公開しています。 
 これは一つの提言ですが、こうした冊子は、各大学のアーカイブで作っているので、メ
ールを出したり、自分たちの紹介冊子を送れば、入手できると思いますので、ホームペー
ジを開設している大学アーカイブ図書館にコンタクトを取って集めてみてはどうかと思い
ます。 
 ベントリー歴史図書館は、1935 年に創設されました。1939 年から 1974 年まで学長の名
前を冠にしたロックハーム・ビルディングの小さな地下室に公文書を集めていましたが、
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部屋が全く足りなくなり、ベントリー氏が個人の名前で寄付をして、別の場所に図書館を
建造し、大学とコミュニティの歴史資料を積極的に集めています。 
 コレクションの内容は、大学の行政関係文書、大学関係者の個人資料、ミシガン州政府
関係の資料があります。予算編成も、大学と同時に州からも予算が入っていて、州の公文
書なども入るシステムになっているので、ミシガン州も財政負担をしていました。 
 またミシガン州内の教会関係の資料とか、女性史関係の資料があります。これは、ミシ
ガン大学が昔から女性教育に非常に力を入れていて、特に 1920 年代からアジアの女性に奨
学金を出して女性教育、アジア研究がミシガン大学の特色となっているので、その関係の
資料などもありました。 
 他には、ローカル新聞とパンフレットもあります。また、ミシガン大学があるアナーバ
ーおよびデトロイトの建築家が持っていた資料などが一括して寄贈されており、ミシガン
州の歴史的な建造物の設計図なども集まっています。あと、アフリカ系アメリカ人の歴史
のコレクションもあります。 
特色あるものとしてフィリピンの資料があります。フィリピンは 1941 年までアメリカの
植民地でしたので、その植民地行政官、フィリピンの裁判官、フィリピンで教育していた
教師の個人アーカイブが、まとまってミシガンに寄贈されています。そのほかは、南北戦
争や北極探検についての資料もあります。またミシガン大学はスポーツが非常に盛んな大
学なので、スポーツクラブ関係の資料とか、地方新聞社の資料のもありました。 
 次に、この文書館のスタッフは９人のアーキビストと学生アルバイトで、利用案内など
をしてるので、大変便利でした。そして利用者に一般の人が多かったのが大変印象的でし
た。それも一般向けの公開講座で「アーカイブ利用の社会人講座」の効用だと思います。
だから、文書館の利用が、研究者や学生だけでなく、一般の歴史愛好家の年配の人たちが
結構来ていて、学生の文書館実習と重なると、席が埋まることもありました。しかし、一
般の人たちは、なんらかのサークルのような集まりらしく、午前中だけいっぱいで、午後
から人が少なくなるといったこともありました。社会人や退職した一般の歴史愛好家の人
たちが、文書館利用の講座を受講し、ある程度経験を積むと、今度はアーカイブのボラン
ティアになって利用者の手助けをしているようでした。 
 そこで文書館のアーキビストに聞いたところ、利用者の 70％がメールでの問い合わせで、
その内容のほとんどが、彼らの祖先がミシガン州、あるいはアナーバーにいたらしいので、
自分たちの祖先の個人情報の問い合わせが大半だと言っていました。 
 アナーバーの歴史ですが、もともと 30％がドイツ系の移民でした。その社会背景がどこ
まで関係するか分りませんが、第１次世界大戦の時に、アナーバーが陸軍の訓練場になっ
たそうです。あるいは、そこの地形がヨーロッパ大陸、特にドイツに似ているからかとも
思ったりしましたが、戦争とミシガン大学という関係で考えた場合に、ミシガン大学、も
しくはアナーバーという地域が、第１次世界大戦から軍と密接な関係がうかがえます。で
は、施設の概観から紹介します。 
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＜スライド２：写真＞ 
 ミシガン大学の北キャンパスで、本部から少し離れた郊外のにあります。これは窓から
見たところですが、現代アートの彫刻などが、中庭にあります。 
 
＜スライド３＞ 
 次に、ミシガン大学の図書館の事情についてお話します。ミシガン大学には、2006 年に
４カ月ほど滞在したことがあり、その時にもこの文書館を利用しましたが、今回の変化で
大変驚いたのは、資料のＰＤＦ化が相当進んでいることでした。文書は、このように箱に
ファイリングがされています。このようにファイルにして、手紙や公文書、冊子状態のも
のには、必ずタイトルが付いてあります。紙状のものは写真を撮ることができますが、冊
子状態になっているもののタイトルを図書館の検索サイトで調べると、だいたいがＰＤＦ
になっていて、ダウンロードできるようになっていました。以前だと、コピーを取ってい
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たのですが、今回は、ほとんど全てがＰＤＦになっていて非常に便利でした。公文書関係
のものは、著作権をクリアできたものから、どんどんＰＤＦにしているように思われまし
た。 
 
＜スライド４＞ボックス 
 
＜スライド５＞ミーシャ資料 
 今回、私がここで調べた内容は、人類学者が第２次世界大戦中にどのように戦争と関わ
っていたかという観点でいろいろ調べていて、後から出てきますが、ロバート・Ｂ・ホー
ル（Robert Bernett Hall）と、これはティティヴ・ミーシャ（Mischa Titiev）という人類
学者が全部個人ファイルになっていました。その個人ファイルの中で重要なのは死亡記事
です。その人がいろいろ新聞に載った記事は全部切り抜いて、個人ファイルにまとめて入
れてありました。 
 ＜スライド５＞のティティヴの例で説明すると、この人の経歴は、助教授になった年、
OSS（Office of Strategic Services）に出向してビルマに行っていた記録などが、1 項目づ
つカードになっていました。 
 次に、ミシガン大学と戦争の関係で、地図についてお話ししたいと思います。2006 年に
ミシガン大学に滞在した時に、たまたま図書館のサイトで「満蒙」というキーワードを調
べていたら、1940 年に作成された参謀本部の 5 万分の 1 の「ソ満国境地図」が地図部門に
所蔵していることが分かり、さっそく閲覧したのですが、ソ連と満洲の国境付近の地図が
４枚ほど出てきました。そこで、ミシガン大学には、もっと日本の参謀本部作成地図があ
るのではないかと思い、今回地図部門の図書館司書に、話をしているうちに、司書の１人
が興味を持ってくれて、調べてもらうと、未整理の資料が倉庫に眠っていることが判明し
ました。 
 倉庫には、約 300 枚の陸地測量部の参謀本部作戦の地図が保存されていました。その中
で興味深いと思ったのは、シベリア出兵の時のハバロフスクからイルクーツクの地図がま
とまってあるばかりか、1940 年前後に作成された改訂版がありました。そのほかは、樺太
は日本領の南部だけでなく、ソ連領の北樺太も合わせて樺太全体の地図がありました。さ
らに、1939 年～1942 年ぐらいまでに作成されたニューギニアの地図がありました。これは、
オランダ語から翻訳しただけのものや、具体的に地理情報や住民、食物になるサゴ椰子の
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分布も含めた兵要地誌として作成された地図、さらには泥がついて、戦地で獲得されたと
思われるような地図もありました。 
 その後、外邦図の専門家の小林茂先生（大阪大学名誉教授）にコンタクトをとって、「ミ
シガン大学に外邦図が 300 枚ぐらい出てきた」と伝えたら、「もっと多いはずだ。総数は二
桁違うはずだ」と返事が来ました。それで、更に調べたら、既にファイリングされて中国
の地図の方に分類されている地図もあるので、それらを合わせると、2,000～3,000 枚ぐら
いにはなるのではないかということが分かりました。 
 戦前の日本語の資料もミシガン大学はかなり所蔵しています。そして戦前の日本書を申
請すると、書籍には東亜研究所、満鉄東亜経済調査局、陸軍習志野学校、海軍大学校とい
った蔵書印が押してあり、戦後、アメリカ軍に接収された資料がワシントン DC の議会図
書館に入り、重複本は戦争に協力した大学に配分されたと言う経緯があります。そこでミ
シガン大学は非常に戦争との関係が深い歴史があります。そこで、文書館で戦時中のミシ
ガン大学の活動を調べました。 
 
 戦時中のミシガン大学のファイルを見ましたら、「Cat Program」というのが出てきまし
た。これは、ヨーロッパ戦線の民政官を養成する講座がミシガン大学で担当していて、西
洋史などヨーロッパを担当する人文科学系の人たちが講師となって、民政官を養成してい
て、そのテキストがありました。私が見たのは、イタリアやギリシャに関する地理や、そ
この国の行政組織について、わかりやすく解説されたテキストでした。 
 理学部や工学部は、軍関係の人たちを研修生として随分受け入れていて、そのために教
員やアシスタントを増員していました。あと、ミシガン大学では軍医の養成講座があり、
特に歯医者を主に研修をやっていたようで、医学部の講座に軍からの派遣学生を多く受け
入れていた資料がありました。 
欧州戦に続き、真珠湾攻撃から日本との戦争がはじまり、ミシガン大学には American 
Army Intensive Japanese Language Center が 1942 年からつくられました。＜スライド
６＞の左下はミシガン大学新聞に掲載され、現在ミシガン大学の日本研究センターの HP
にも掲載されている写真です（http://www.ii.umich.edu/cjs/aboutus/historyofcjs/armysint
ensivejapaneselanguageschool）。ここに出ている生徒は白人ですが、教師は日系人の強制
キャンプの中から、学歴のある人たちを採用して日本語を教えていました。 
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＜スライド６＞American Army Intensive Japanese Language Center 
  
 
＜スライド７＞イラスト日英辞典 
 このコースは、日本語の知識がまったくないアメリカ人に日本語を教えるのですから、
教材は手づくりの資料で、＜スライド７＞に見せるように、イラスト入りの日本語・英語
辞書などを工夫しています。その辞書の「NEKO」の下に、ジョセフ・ササキ（Joseph 
D.Sasaki）の署名がありますが、イラストはほとんど１人で描いたものです。 
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＜スライド８＞ジョセフ・ササキ 
 
 このジョセフ・ササキを調べてみると、彼の個人アーカイブがありました。それには、
彼が日系人収容キャンプから出した手紙があり、それには、ぜひ私を日本語の先生として
雇ってほしいと書いていました。また彼自身がミシガン大学で教えている写真もありまし
た（＜スライド８＞右側の日本人教師）。彼が持っているのは、彼が作った大きな英語・日
本語のイラスト辞書です。また＜スライド８＞左側の地図は、1945 年７月に作られたテキ
ストに使われていて、東京から地方へ行く鉄道に乗って移動するために必要な日本語の会
話、きちんと日本語のテキストでやっていて、まだ敗戦前に日本占領を念頭に入れた日本
語教育が行われていました。 
 
 
＜スライド９＞日本語学校の試験 
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 ＜スライド９＞が試験問題です。右側の試験問題は、日本語初学者向けであることは理
解できますが、左側の試験問題は、例えば第 1 問にあるように「釈迦（しゃか）は聖人君
子を訪ねて教えを受けるよりほかはないと決心した」などと、こんな難しい日本語を半年
日本語を勉強した人が分かる訳がありません。そこで調べてみると、日本語は話せるけど、
読み書きのできない日系人に、読み書きだけをトレーニングするコースがあり、実際には
白人よりも日系人の方が人数が多かったことが分かりました。 
 日本語の授業ですが、半年間１日８時間くらい日本語ばかりの授業を受け、夜は日本語
の映画をずっと見せられて、1 日中日本語漬けのトレーニングをしていました。これらのテ
キストや授業実施のための行政文書、日系人教師の雇用契約などの資料がありました。 
 
 
＜スライド 10＞East Asia Program(1943-45)  
今回、ミシガン大学に滞在中、新しい資料を発見したのは、陸軍の「The Army Specialized 
Training Program（ＡＳＴＰ）」「East Asia Program」です。実は、これも個人が大学に
寄贈した資料で、日本関係なので日本研究センターに保管してあったものを、ボランティ
アで整理をしていた時に、偶然見つけたものでした。 
 寄贈した人は、戦後、京都でアメリカンスクールの教師をしていて、その後、江田島な
ど広島の方にも教えに来ているアメリカ人でした。その段ボールを開けてみると、その人
物は、1943 年から 1945 年にかけて、ミシガン大学で民政官のトレーニングをする講座を
受講しており、そこでテキストとして配られた資料と、彼自身が書いたノートが遺品の中
から出てきました。このテキストは、中国と日本だけではなくて、東南アジアとロシアに
及ぶ地域で、各地域の歴史・経済・政治・軍事についての総合的な内容でした。それで、
５回に１回くらいは択一問題の試験を課して、東アジアの民政官を養成していたわけです。 
 前にのべたように、理学部、医学部なども軍の委託学生への教育プログラムがあったよ
うに、戦争中に軍人の教育プログラムがたくさんあって、多くの教員や助手を雇用したの
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ですが、戦後は委託学生がいなくなったので、一般学生を募集して、大きな大学になって
いったようです。 
 
＜スライド 11＞ 
 
 ミシガン大学の日本研究で、戦中戦後と重要な役割を果たした学者に、ロバート・ホー
ルがいます。前に紹介しました陸軍参謀本部の地図を、なぜにミシガンが所蔵しているの
か明確な理由はわかりません。一つの可能性として、地理学者のロバート・ホールという
研究者の存在が関係しているのではないかと考えられます。彼は戦前に日本へ５回ほどや
ってきていて、柳田国男とも親交があり、佐渡島や奈良盆地の人文地理学的、経済地理学
的な研究や、東海道五十三次を実際に歩いて論文を書いています。彼が、ミシガン大学の
戦争と日本研究を結ぶキーパーソンではないかという見立てで、文書館で彼の経歴を調べ
てみました。 
 そのように思ったのは、「アメリカにおける戦前の日本研究：ミシガン大学の陸軍日本
語学校と日本地域研究」（『社会情報研究』11 号、2014 年）を書くときに、彼の経歴を調
べていると、1937 年～1945 年の間の彼の活動がまったくわからないことに気が付きました。
そして、戦後すぐに彼は全米のエリア・スタディーズ（Area Studies）の学会会長に任命さ
れて、非常に政治的な動きをしてミシガン大学に、戦後全米で最初の日本研究センターを
創設します。戦前に、アメリカでは珍しい日本を実地に調べた人文科学系の研究者で、戦
後は非常に政治的な力を持ったので、戦中のブラックボックスになっている経歴を調べま
した。 
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＜スライド 11＞樺太地図 
 
 ＜スライド 11＞は、前に未整理の陸軍参謀本部の地図があると話しましたが、その未整
理地図の場所に、ロバート・ホールの蔵書印がある樺太の地図です。これには「軍事極秘」
が印刷されています。図。樺太の敷香町（しすかちょう）は、現在ポロナイスクと言われ
ていますが、彼が戦前に日本へ来たとき、地理学者ということで地図を集めていたようで
す。そういった地図も軍に提供していたと思われます。 
 
＜スライド 12＞ディキシー・プログラム 
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 ミシガン大学の大学新聞が、彼の死亡記事を書くための基礎資料を作成していて、それ
が文書館に保管されていました。それによると、彼は 1938 年から、ＣＩＡ（Central 
Intelligence Agency)の前身となったＯＳＳ（Office of Strategic Services）の太平洋地区支
局の責任者になりました。その時、彼の部下にアリヨシという人がいましたが、彼はアメ
リカ共産党員だった経歴があり、ホールは日本軍への宣伝の専門家としてアリヨシのよう
な人材も使いながらＯＳＳで情報工作をしていました。その後、彼はアメリカ軍が 1944 年
8 月に延安を視察したディキシー・プログラムにも参加して、ホールとつながりがありまし
た。 
 ホールは、その後イギリスとアメリカの連絡将校（Liaison Officer）となり、北アフリカ・
中東・インドを経由して、ビルマルートを通って昆明に行き、昆明のＯＳＳの極東部門の
総責任者に任命されました。そして、アリヨシが参加したディキシー・プログラムの後方
要員として、延安からの連絡をワシントン DC にある戦争省と中継していました。その時
延安にいた野坂参三などとホールはコンタクトがあり、野坂参三からの要求などもホール
は暗号にして、戦争省とやり取りなどをしていました。 
 
＜スライド 13：岡山のミシガン大学日本研究所表札＞ 
 
 戦後になって、ホールは1947年にミシガン大学で日本研究センターを創設するのですが、
これはほかの地域センターの設立が 1960 年代になることと比較すると、かなり早い時期の
創設と言えます。1949 年にホールは来日してマッカーサーと会談した時に、マッカーサー
から「あなたたちは日本の研究者だから、平和目的で、東京から離れた所に研究所をつく
り、日本が講和条約締結後、日本の専門家を養成するシステムを大学で作った方がいい」
とアドバイスされて、岡山にリサーチのための分室ができました。 
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＜スライド 14＞岡山のミシガン大学日本研究所外観 
  
 
＜スライド 15＞研究所図書館 
 
 岡山県の方では、大変歓迎され、地元では政界・財界・大学の人員を総動員してミシガ
ン大学の調査を支援しました。当時、岡山で瀬戸内海総合研究会というのができますが、
それはまさにミシガン大学が岡山に来たときの支援組織でした。 
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＜スライド 16＞フィールドノート 
 
 岡山分室では、岡山市郊外の新池という集落で、人類学のフィールドワークを行います。
当時の調査資料は、ミシガン大学のベントリー歴史図書館に保存されていて、特にこの調
査の中心的役割をしたリチャード・ビアズリ（Richard K. Beardsley）のファイルに、＜ス
ライド 16＞のようなフィールドノートや写真だけでなく、女子高生の日記とか作文も集め
られていました。 
 
 
＜スライド 17＞センター内の様子、アドレス帳 
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 そこでの調査成果は、Beadsley,R , Hall, J and Ward,R, Village Japan, （1959, The 
University of Chicago Press）という本を出版しました。これは 1950 年代の初めごろの写
真ですが、彼らのアドレスブックとか、調査ノートも全部集めて寄贈しています。その日
記には、「わが町の近くでせっかくアメリカ人が調査されているから、私の日記が参考にな
れば差し上げます」といった手紙が付いていました。 
 
 
＜スライド 18＞Village Japan に添付してある新池の写真 
  
 
＜スライド 19＞ 
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＜スライド 20＞ 
 そして、皇太子が 1953 年にアメリカに来た時に、ロバート・ホールはミシガン大学に皇
太子を招きました。＜スライド 19＞は当時、ミシガン大学はアメリカンフットボールが強
かったので、その監督と歓談する皇太子とか、＜スライド 20＞はホールの後方にいる当時
の学長とか、大学の首脳陣ですが、このようにホールは皇太子を利用しながら、ミシガン
大学はアメリカにおける日本研究のナンバーワンだということを非常にうまくアピールし
ており、こういった資料が、ベントリー歴史図書館にありました。 
 時間になりましたが、最後に、ここがどのように資料を集めるのかについてお話をして
終わりたいと思います。Center for Japan Studies や図書館で、古い文書の管理を聞いてみ
ると、大体はベントリー歴史図書館に管理をお願いするという返答が返ってきて、大学の
各部門で、使わなくなった資料は基本的に集まるシステムが、完全に出来上がっています。
それと同時に、ライブラリアン自身も、著名な教員の遺族を訪ねて資料の寄贈を求める努
力をしており、ベントリー歴史図書館ならば資料を有効利用してくれるという評価が浸透
しているので、大学の退職教員や地元の名士、行政関係の人たちの文書が集まるシステム
が確立しております。 
 このようにして集まった資料を整理して公開しているので、研究者だけでなく、一般の
歴史愛好家の人たちもベントリー歴史図書館を利用しており、文書館を利用し支える裾野
が非常に広くなっているところが印象的でした。また、広報が非常に行き届いていて、ネ
ットや講演会だけではなく、Face book みたいなものも使って広報をやっているのがアメリ
カ的だと思いました。 
 
                         （中生氏・報告終了） 
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